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基準不適合箇所 

燃料供給パイプの製造が不適切なため、接続カプラー取付部のパイプの内側が損傷しているものが 

ある。そのため、接続カプラー取付部に隙間が生じて燃料が漏れ、最悪の場合、火災に至るおそれ 

がある。 

 

改善の内容 

全車両、燃料供給パイプを良品と交換する。 

 

※注意：   は改善を行う部品を示す。 

 

作業終了の識別 

運転者席側ドア開口部のドアストライカー付近に外‐2832 のステッカーを貼付する。 

原因部位 
 

 

原因部位 

燃料パイプ 


